
　

今
か
ら
約
１
４
０
年
前
に
生
ま
れ
た

オ
ー
ス
ト
リ
ア
出
身
の
精
神
科
医
、
ア

ル
フ
レ
ッ
ド
・
ア
ド
ラ
ー
は
、
フ
ロ
イ

ト
、
ユ
ン
グ
と
並
ぶ「
心
理
学
の
三
大

巨
頭
」と
さ
れ
な
が
ら
も
、日
本
国
内
で

は
無
名
に
近
い
存
在
で
す
。

　

こ
の
本
は
、
ア
ド
ラ
ー
心
理
学
を
最

初
か
ら
最
後
ま
で「
青
年
と
哲
人
の
対

話
篇
」と
い
う
物
語
形
式
を
用
い
て
ま

と
め
て
あ
る
の
で
、読
み
や
す
い
１
冊

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
ど
う
す
れ
ば
人
は
幸
せ
に
生
き
る

こ
と
が
で
き
る
か
」と
い
う
哲
学
的
な

問
い
に
、
き
わ
め
て
シ
ン
プ
ル
か
つ
具

体
的
な
答
え
を
提
示
し
ま
す
。
ア
ド
ラ

ー
の
思
想
を
知
っ
て
、
あ
な
た
の
こ
れ

か
ら
の
人
生
は
ど
う
変
わ
る
の
か
？
も

し
く
は
、
な
に
も
変
わ
ら
な
い
の
か
…
。

　

対
人
関
係
に
悩
み
、人
生
に
悩
む
す

べ
て
の
人
に
贈
る
、「
ま
っ
た
く
あ
た
ら

し
い
古
典
」で
す
。

嫌
わ
れ
る
勇
気

　
ー
自
己
啓
発
の
源
流「
ア
ド
ラ
ー
」の
教
え 

ー

お す す め の １ 冊BOOK
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PHOTOGRAPHER PLOFILE

　現在、大河ドラマで放送されてい

る「軍師官兵衛」の黒田官兵衛と長

政父子が築城した福岡城の跡地で

ある舞鶴公園は、春には花見の名

所として福岡市民に愛されています。

　夜になると天守台や御鷹屋敷跡、

多聞櫓がライトアップされ、城の石

垣に桜の花が彩りを添え、とても幻

想的です。

　また、石垣の上での花見は、頭上

から美しい花びらが舞い落ち、目の

前には満開の桜が広がります。なん

とも贅沢な気分に、殿様にでもなっ

たような気持ちになります。
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「福岡城の夜桜」
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特集　自己免疫疾患
自己免疫疾患とはどんな病気ですか？
検査のはなし

関節リウマチの検査

働くための元気づくり

喫煙と疾患②慢性閉塞性肺疾患・気管支喘息
LESSON 38マナークイズ

HOROSCOPE 　４月～６月の健康運

14

脳だめし 　あなたは何問できる？16

ちょっと気になる水と食と大気のはなし

PM2.5（微小粒子状物質）
大気汚染防止法に関する検査

12

季節の健康食・10

にら11

健康道場

頭痛緩和体操（緊張型頭痛の場合）10

知って安心　保険

白内障と先進医療9

簡単な検査のはなし・10 

口腔アレルギー症候群（OAS）の検査は何をしますか？

健康最前線・30

輸血でHIV感染

8
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自
己
免
疫
疾
患
と
は
ど
ん
な
病
気
で
す
か
？

特

集

自
己
免
疫
疾
患

自
己
免
疫
疾
患
と
は
免
疫
シ
ス
テ
ム
が
正
常
に
機
能
し
な
く
な
り
、体
が
自
分
の
組
織
を
攻
撃
し
て
し
ま
う
病
気
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
が
引
き
金
に
な
っ
て

起
こ
り
ま
す
。
ま
た
、多
く
の
自
己
免
疫
疾
患
は
、男
性
よ
り
女
性
に
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　
人
間
は
体
の
中
に
侵
入
し
て
き
た

有
害
な
異
物
や
細
菌
、
ウ
イ
ル
ス
に

対
し
て
、
体
に
と
っ
て
必
要
な
い
も

の
だ
と
認
識
す
る
と
体
か
ら
排
除
す

る
防
衛
能
力
が
備
わ
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
仕
組
み
を
免
疫
と
い
い
ま
す
。

　
細
菌
、
ウ
イ
ル
ス
、
そ
の
他
の
微

生
物
、
が
ん
細
胞
な
ど
は
、
そ
の
細

胞
の
中
あ
る
い
は
表
面
に
抗
原
を
も

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
食
物
の
分
子

や
花
粉
の
よ
う
に
、
そ
の
も
の
が
抗

原
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
免
疫

の
働
き
は
、
本
来
な
ら
ば
自
己
と
非

自
己
を
分
け
て
、
こ
れ
ら
の
抗
原
と

言
わ
れ
る
異
物
に
対
し
て
反
応
を
起

こ
し
ま
す
。
し
か
し
、
ま
れ
に
自
分

自
身
の
正
常
な
細
胞
や
組
織
を
異
物

と
捉
え
て
し
ま
い
、
異
常
な
免
疫
細

胞
が
自
己
抗
体
を
製
造
し
攻
撃
し
て

し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
を
自
己
免
疫
疾

患
と
い
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
自
己
免
疫
反
応
を
起
こ

す
よ
う
に
な
る
と
、
全
身
に
さ
ま
ざ

ま
な
症
状
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

　
自
己
免
疫
疾
患
は
大
き
く
２
つ
に

分
け
ら
れ
ま
す
。

　
一
定
の
臓
器
だ
け
と
は
限
ら
ず
、

全
身
に
い
ろ
い
ろ
な
症
状
が
現
れ
る

臓
器
非
特
異
的
自
己
免
疫
疾
患
と
、

あ
る
臓
器
に
限
っ
て
症
状
が
現
わ
れ

2こらぼ       2014.4



特 集　◇　自己免疫疾患

　
自
己
免
疫
疾
患
と
診
断
さ
れ
、
早

期
治
療
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
は
、
と

て
も
重
要
な
こ
と
で
す
。
し
か
し
、

自
己
免
疫
疾
患
の
初
期
は
、
咳
や
微

熱
な
ど
の
風
邪
の
症
状
と
似
て
い
る

た
め
、
病
院
に
行
か
ず
放
っ
て
お
い

て
症
状
が
悪
化
す
る
ケ
ー
ス
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
症
状
が
悪
化
す
れ

ば
す
る
ほ
ど
治
療
に
時
間
も
か
か
っ

て
き
ま
す
。
ま
た
、
内
臓
な
ど
で
は

そ
の
ダ
メ
ー
ジ
が
蓄
積
し
、
後
遺
症

が
残
る
可
能
性
も
高
く
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
な
か
な
か
風
邪
の
症
状

が
治
ま
ら
ず
、
自
己
免
疫
疾
患
と
思

わ
れ
る
症
状
が
続
い
て
い
た
ら
早
め

に
医
療
機
関
を
受
診
し
、
ど
の
よ
う

な
症
状
が
ど
の
く
ら
い
の
期
間
続
い

て
い
る
か
な
ど
、
詳
し
く
医
師
に
説

明
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

る
臓
器
特
異
的
自
己
免
疫
疾
患
で
す
。

　
臓
器
非
特
異
的
自
己
免
疫
疾
患
の

代
表
的
な
も
の
は
、
関
節
リ
ウ
マ
チ
、

全
身
性
エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ
ス
で
す
。

ま
た
、
臓
器
特
異
的
自
己
免
疫
疾
患

の
代
表
的
な
も
の
は
バ
セ
ド
ウ
病
や

橋
本
病
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
自

己
免
疫
疾
患
の
多
く
は
難
病
指
定
を

さ
れ
て
い
ま
す
。

column
コ ラ ム

● 膠原病とは

　膠原病とは１つの病名ではなく、全
身の複数の臓器に炎症が起こり、臓器
の機能障害をもたらす一連の疾患群の
総称です。この名称は1942年に病理
学者クレンペラーが提唱しました。
　クレンペラーは全身性エリテマトー
デス、全身性硬化症の研究から、病態

膠原病は「自己免疫疾患」
の主座は結合組織と血管にあると考
え、「collagen-vascular disease 」と
命名。これが膠原病と翻訳されまし
た。類似疾患概念に、自己免疫疾患、
リウマチ性疾患、結合組織疾患があり
ますが、膠原病はこの３つが重なった
位置にあるとされます。

リウマチ性
疾患

結合組織
疾患

自己免疫
疾患

リウマチ性
疾患

結合組織
疾患

自己免疫
疾患

膠原病膠原病

口の乾燥
目の乾燥

虫歯が多い

蝶型紅斑と
呼ばれる発疹

リンパ腺の腫れ

脱毛

しびれ

レイノー現象

ふしぶしの痛み

足がむくむ

指先が蒼白や
紫色になる

手先・足先だけでなく
腕や足全体、顔全体
のしびれがある

皮膚の硬化
色素沈着

急な腹痛と
下痢・血便

皮膚に潰瘍が
できる

・体がだるい
・微熱が続く
   （高熱の場合も有り）
・関節や筋肉の痛み

全身症状

日光を浴びる
と赤くなる
日光を浴びる
と赤くなる
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ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査

●
血
液
検
査

　
血
液
検
査
で
は
赤
血
球
や
白
血
球
、

血
小
板
の
数
を
調
べ
ま
す
。
血
液
の

中
身
を
調
べ
れ
ば
、
全
身
の
組
織
や

臓
器
の
状
態
や
異
常
が
わ
か
る
も
の

で
、
健
康
診
断
や
人
間
ド
ッ
ク
で
は

必
ず
血
液
検
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま

た
、
Ｃ
Ｒ
Ｐ
と
呼
ば
れ
る
人
体
内
で

炎
症
反
応
の
強
さ
や
細
胞
の
破
壊
が

生
じ
る
と
急
激
に
増
加
し
て
く
る
Ｃ

反
応
性
蛋
白
の
数
値
も
調
べ
ま
す
。

●
尿
検
査

　
疾
患
に
よ
っ
て
は
、
腎
臓
に
障
害

を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
尿
検
査
に
異
常
が
な
い
か
を

調
べ
ま
す
。（
尿
潜
血
反
応
陽
性
、
蛋

白
尿
、
赤
血
球
円
柱
な
ど
）

　
こ
の
よ
う
な
検
査
だ
け
で
は
、
自

己
免
疫
疾
患
と
い
う
こ
と
は
断
定
で

き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の

検
査
で
異
常
が
認
め
ら
れ
る
と
、
さ

ら
に
精
密
な
検
査
を
行
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

精
密
検
査

●
リ
ウ
マ
ト
イ
ド
因
子
（
Ｒ
Ｆ
）

　
リ
ウ
マ
ト
イ
ド
因
子
も
自
己
抗
体

の
１
つ
で
、
関
節
リ
ウ
マ
チ
や
他
の

膠
原
病
な
ど
の
自
己
免
疫
疾
患
の
人

に
み
ら
れ
る
タ
ン
パ
ク
質
の
一
種
で

す
。
関
節
リ
ウ
マ
チ
患
者
の
お
よ
そ

８
割
以
上
が
リ
ウ
マ
チ
因
子
の
血
液

検
査
に
お
い
て
陽
性
反
応
を
示
し
ま

す
。（
下
図
）

●
抗
核
抗
体
検
査

　
抗
核
抗
体
と
は
、
真
核
細
胞
の
核

内
に
含
ま
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
抗
原
性

物
質
に
対
す
る
抗
体
群
の
総
称
で
す
。

そ
れ
が
自
分
の
細
胞
核
を
攻
撃
し
て

難病助成300超に拡大

　
医
療
機
関
を
受
診
し
、
自
己
免
疫
疾
患
の
疑
い
が
あ
る
場
合
、
正
し
い
診
断
が

で
き
る
よ
う
に
次
の
よ
う
な
検
査
を
行
い
ま
す
。

Medical Topic
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特 集　◇　自己免疫疾患

し
ま
い
ま
す
。

　
抗
核
抗
体
検
査
は
、
抗
核
抗
体
群

の
す
べ
て
を
一
括
検
出
す
る
第
一
次

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
法
で
、
こ
の

検
査
が
陽
性
で
あ
れ
ば
次
の
段
階
と

し
て
、
ど
の
種
類
の
抗
核
抗
体
が
陽

性
な
の
か
を
検
査
を
進
め
ま
す
。
ま

た
抗
核
抗
体
の
陽
性
が
確
認
さ
れ
た

場
合
は
、
染
色
型
（
患
者
の
も
つ
抗

体
が
反
応
し
た
核
抗
原
が
核
内
に
ど

こ
れ
ら
の
検
査
は
医
療
機
関
で
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
か
か

り
つ
け
の
先
生
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

関
節
リ
ウ
マ
チ
の
検
査

　
全
身
性
自
己
免
疫
疾
患
の
一
つ
で
あ

る
関
節
リ
ウ
マ
チ
は
、関
節
の
滑
膜
増
殖

に
よ
り
骨
軟
骨
を
破
壊
す
る
炎
症
性
疾

患
で
す
。

　
診
断
・
治
療
で
は
、臨
床
所
見
・
画
像
診

断
・
血
液
検
査
な
ど
を
総
合
的
に
判
断
し

ま
す
。
血
液
検
査
で
は
、リ
ウ
マ
ト
イ
ド

因
子（
Ｒ
Ｆ
）、抗
シ
ト
ル
リ
ン
化
ペ
プ
チ

ド
抗
体（
抗
Ｃ
Ｃ
Ｐ
抗
体
）、マ
ト
リ
ッ
ク

ス
メ
タ
ロ
プ
ロ
テ
ィ
ナ
ー
ゼ-

３（
Ｍ
Ｍ

Ｐ-

３
）な
ど
の
関
節
疾
患
鑑
別
に
有
用

な
検
査
が
用
い
ら
れ
ま
す
。

　
診
断
補
助
の
血
液
検
査
で
は
、Ｒ
Ｆ
や

抗
Ｃ
Ｃ
Ｐ
抗
体
な
ど
の
検
査
が
用
い
ら

れ
ま
す
。
中
で
も
抗
Ｃ
Ｃ
Ｐ
抗
体
は
関

節
リ
ウ
マ
チ
と
確
定
診
断
で
き
な
い
場

合
に
有
用
な
検
査
で
す
。
関
節
リ
ウ
マ

チ
に
特
異
的
に
反
応
し
、他
の
疾
患
で
陽

性
を
示
す
こ
と
が
少
な
い
の
が
特
徴
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、早
期
か
ら
陽
性

を
示
す
た
め
、早
期
診
断
が
可
能
と
な
り

早
期
治
療
を
行
う
上
で
も
大
変
有
用
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
近
年
の
関
節
リ
ウ
マ
チ
診
療
に
お
い

て
は
、発
症
早
期
に
確
実
な
診
断
を
行
い

治
療
に
入
る
こ
と
が
重
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、抗
Ｃ
Ｃ
Ｐ
抗
体
は
、早
期
発

見
に
適
し
た
検
査
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　 検 査 の は な し

参
考
資
料

公
益
財
団
法
人
　
難
病
医
学
研
究
財
団 

難
病
情
報
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
よ
う
に
分
布
し
て
い
る
か
に
よ
っ

て
描
か
れ
る
紋
様
）
も
同
時
報
告
さ

れ
、
こ
の
染
色
パ
タ
ー
ン
か
ら
お
お

よ
そ
の
対
応
抗
体
が
推
測
で
き
ま
す
。

（
左
図
）

●
Ｘ
線
検
査(

レ
ン
ト
ゲ
ン)

　
自
己
免
疫
疾
患
の
場
合
、
複
数
の

臓
器
に
炎
症
が
起
こ
る
の
で
、
Ｘ
線

検
査
に
よ
り
異
常
が
な
い
か
調
べ
る

こ
と
が
可
能
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
検
査
結
果
を
総
合
的
に

判
断
し
て
医
師
が
自
己
免
疫
疾
患
で

あ
る
か
ど
う
か
を
診
断
し
ま
す
。

　
自
己
免
疫
疾
患
の
中
に
は
、
公
費

負
担
の
対
象
と
な
る
疾
患
が
あ
り
ま

す
。

※は診断基準採用の保険適用がある自己抗体検査です。
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　先行症状として、気管支喘息やアレルギー性鼻炎がみら
れ、末梢血抗酸球増多とともに血管炎を生じ、さまざまな臨
床症状を呈する。

●推定患者数　年間約1800人
●男女比　2：3
●30～ 60歳代に多い。

　主として中年女性に好発する涙腺と唾液腺を標的とする
臓器特異的自己免疫疾患で、全身性の臓器病変を伴う全身
性の自己免疫疾患。

●全国年間受療数　1万5000～2万人
　（厚生労働省研究班データ）

　自己免疫機序が関与すると考えられる肝細胞障害を主な
病態とすると考えられる慢性肝疾患で、多くの患者の肝組織
は、形質細胞浸潤を特徴とする活動性の慢性肝炎像を示
す。しかし、最近の調査により、黄疸や全身倦怠感、食欲
不振など急性肝炎様の症状で急激に発症する患者の存在が
判明。

●推定患者数　1万人
●男女比　１：６
●中年以降の女性に多い。

　肝臓中の小さな胆管が炎症により破壊されるため、胆汁
が肝臓内に停滞。それによりビリルビンが血管内に逆流し、
黄疸が生じる。肝臓では、炎症と停滞した胆汁により次第
に肝細胞が破壊されて線維に置換され、徐々に肝硬変へと
進行。徐々に肝臓の働きが低下し、黄疸、腹水貯留、意識
障害（肝性脳症）を生じて肝不全という状態に至る。

●特定疾患医療受給者証交付件数（平成24年度）
　1万9701件
●推定患者数　5～6万人。
●男女比　１：７
●中年以降の女性に多い。

　発症に自己免疫機序の関与が考えられる慢性膵炎で、診
断においては膵臓がんや胆道がんなどの腫瘍性病変との鑑
別が重要。

●推定患者数　700～1000人
●男女比　3：1
●男性高齢者に多い。

　自分の皮膚の表皮、あるいは粘膜の上皮のある成分を攻
撃する抗体が体内で作られ、その結果表皮の細胞がバラバ
ラに離れて皮膚に水疱がたくさん現れる疾患。

●特定疾患医療受給者証交付件数（平成24年度）
　5279件
●推定患者数　3500～4000人（平成9年時点）
●男女比　１：1.36
●40歳代が発症のピーク。次いで50歳代に多い。

　全身に水疱形成し、組織学的に表皮下水疱を示し、抗表
皮基底膜部抗体を検出する皮膚疾患。激しい痒みがあり、
全身状態が悪化することもある。

●性差はない。
●60～ 90歳の高齢者に多い。まれに小児例もある。

　甲状腺に慢性の炎症が起こり、甲状腺が腫れてくる疾患。
進行すると甲状腺機能低下症になることがあり、むくみ、寒
がり、便秘、物忘れなどの症状が出る。

●成人女性の10～20人に1人が罹患しているともいわれる。
　（潜在性、軽症例を含む）。
●中年女性に多い。
●単独例もあるが、種々の自己免疫疾患に合併。

　大腸及び小腸の粘膜に慢性の炎症または潰瘍を引き起こ
す原因不明の疾患の総称を炎症性腸疾患のこと。口腔には
じまり肛門に至るまでの消化管のどの部位にも炎症や潰瘍
が起こりえるが、小腸の末端部が好発部位で、非連続性の
病変が特徴。

●特定疾患医療受給者証交付件数（平成24年度）
　3万6418件
●男女比　2：1
●10歳代～20歳代の若年者に多く、男性で20～24歳、
　女性で15～19歳が最も多い。

　甲状腺から甲状腺ホルモンが過剰に分泌され、全身の代
謝が高まる疾患。

●男女比　1：3
●発病年齢は、20歳代、30歳代が全体の過半数を占める。
　次いで40歳代、50歳代となっている。
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特 集　◇　自己免疫疾患

　関節滑膜を病変の主座とする進行性の慢性炎症性疾患。
関節の脹れや痛み、朝のこわばりなど、さまざまな特徴的な
症状がみられる。

●推定患者数　70万人以上
●男女比　１：２～５
●30 ～ 50歳代の女性に多い。
　小児期や高齢者でも発症する。

　膠原病の中核をなす代表的な全身性自己免疫疾患。発
熱、全身性炎症性。多臓器障害性、寛解と憎悪を繰り返し、
慢性に経過。頬に出来る蝶型紅斑が特徴。

●特定疾患医療受給者証交付件数（平成24年度）
　6万122件
●男女比　1：9　※子ども、老人は男女差が少ない。
●15～65歳までの出産できる年齢に多い。

　皮膚や内臓の硬化（線維化）を特徴とする慢性に経過す
る疾患で、限局性強皮症と全身性強皮症に分類される。限
局性強皮症は皮膚のみで内臓を侵さないが、全身性強皮症
は皮膚や内臓が硬くなる変化が特徴。

●推定患者数　2万人以上
●男女比　1：12
●30 ～ 50歳代の女性に多い。

　筋力低下を主徴とする慢性炎症性疾患で、臨床症状は多
様。特徴的な皮疹を呈するものを皮膚筋炎という。広範囲
な対称性筋力低下、特徴的な皮疹（皮膚筋炎のみ）、病変部
にリンパ球浸潤、一部に悪性腫瘍の合併。

●推定患者数　1～2万人（多発性筋炎・皮膚筋炎合計）
●男女比　1：2～3
●5～15歳と40～60歳代に多い。

　SLE、強皮症、多発性筋炎の軽度の症状が重複した全身
性疾患。

●特定疾患医療受給者証交付件数（平成24年度）
　１万146件
●男女比　1：13～16

　中～小型筋型動脈の全層性壊死性血管炎で、原因不明の
血管炎の代表疾患。多形核白血球の血管壁全層および血管
周囲の浸潤が特徴であり、血管内膜の増殖や血管壁の変性
をきたす。

●推定患者数　250人
　年間新規発症患者数は全国で50人
●男女比　3：1
●発症年齢は平均55歳。

　小血管（毛細血管、細動脈、細静脈）の血管壁に炎症を起
こり出血や血栓を形成するために、臓器・組織に血流障害
や壊死がおこり臓器機能が損なわれる疾患。

●全国年間発生数　推定1400人
　欧米に比べて我が国に多い血管炎。
●男女比　1：1
●50～60歳以上の高齢者に多く発症。

　病理組織学的に全身の壊死性肉芽腫性血管炎、上気道と
肺を主とする壊死性肉芽腫性血管炎、半月体形成腎炎を呈す
る血管炎症候群のこと。発熱、全身倦怠感、食欲不振、鼻、
眼、耳、咽喉頭などの上気道および肺、腎の３つの臓器の炎
症による症状が、一度にあるいは次々に起こる。

●特定疾患医療受給者証交付件数（平成24年度）
　1942件
●男女比　1：1
●30～ 60歳代に多い。

　血液中に抗リン脂質抗体（抗カルジオリピン抗体やループ
スアンチコアグラント）という自己抗体が証明され、２回以
上の習慣性流産を起こしたり、動脈や静脈の中で血の固ま
りができる血栓症を起こしたり、血液検査上で血小板が減
少するというような症状や所見をきたす疾患。

●推定患者数
　続発性APS（膠原病に合併） が5000人と
　原発性APS（他の膠原病に合併しない） 5000人、
　合わせて 1万人と推定。

　潰瘍性大腸炎は大腸の粘膜にびらんや潰瘍ができる大腸
の炎症性疾患。特徴的な症状は、下血を伴うまたは伴わな
い下痢とよく起こる腹痛。病変は直腸から連続的に、そして
上行性（口側）に広がる性質があり、最大で直腸から結腸全
体に拡がる。

●特定疾患医療受給者証交付件数（平成24年度）
　14万3733件
●男女比　１：１
●発症年齢のピークは男性で20～24歳、
　女性では25～29歳。若年者から高齢者まで発症。
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健
康
最
前
線

・

30

　
昨
年
11
月
末
に
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染

し
た
献
血
者
の
血
液
が
検
査
を
す

り
抜
け
て
２
人
の
患
者
に
輸
血
さ

れ
、
う
ち
１
人
が
Ｈ
Ｉ
Ｖ
の
感
染
が

確
認
さ
れ
た
こ
と
が
大
き
な
問
題

と
し
て
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

　
医
療
機
関
で
使
用
さ
れ
る
輸
血

用
血
液
は
、
日
本
赤
十
字
社
で
「
血

清
学
的
検
査
」
と
「
核
酸
増
幅
検

査
」
の
２
種
類
の
検
査
が
行
わ
れ
ま

す
が
、
血
清
学
的
検
査
で
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ

に
感
染
し
て
約
８
週
間
、
核
酸
増
幅

検
査
で
も
約
６
週
間
は
抗
体
や
病

原
体
を
検
出
す
る
こ
と
が
不
可
能

な
ウ
イ
ン
ド
ウ
期
（
ウ
イ
ン
ド
ウ
・

ピ
リ
オ
ド
）
が
存
在
し
ま
す
。
こ
う

し
た
こ
と
か
ら
、
献
血
時
の
問
診
で

Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
し
て
い
る
リ
ス
ク

が
あ
る
方
は
、
そ
の
リ
ス
ク
行
為
後

の
６
か
月
間
の
献
血
を
お
断
り
し

て
い
ま
す
。

　
今
回
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
し
て
い
た

献
血
者
は
約
２
週
間
前
に
リ
ス
ク

行
為
を
持
ち
な
が
ら
問
診
票
へ
の

輸
血
で
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染

虚
偽
の
申
告
を
し
て
検
査
目
的
で

献
血
を
行
っ
て
い
た
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
献
血
者
は
全
国
各
地
の

保
健
所
で
は
無
料
の
匿
名
検
査
が

行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
ら
な
か

っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　
日
本
で
は
輸
血
用
血
液
製
剤
の

多
く
が
、
悪
性
新
生
物
（
が
ん
）
や

白
血
病
の
治
療
に
使
わ
れ
て
い
ま

す
。
１
日
に
約
３
０
０
０
人
、
年
間

約
１
０
０
万
人
の
命
が
救
わ
れ
て

い
る
輸
血
医
療
を
支
え
て
い
る
の

が
「
善
意
の
献
血
」
で
す
。
人
の
血

液
は
人
工
的
に
作
る
こ
と
も
、
長
期

間
保
存
す
る
こ
と
も
現
在
の
技
術

で
は
不
可
能
で
す
。
輸
血
治
療
に
必

要
な
血
液
を
十
分
に
確
保
す
る
た

め
に
は
、
絶
え
ず
善
意
の
献
血
が
必

要
で
す
。

　
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
目
的
の
献
血
は
、
善

意
で
成
り
立
っ
て
い
る
献
血
を
崩

壊
さ
せ
、
輸
血
を
必
要
と
す
る
患
者

さ
ん
や
そ
の
家
族
や
多
く
の
方
々

に
深
い
悲
し
み
や
深
刻
な
状
況
を

も
た
ら
す
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を

理
解
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
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口
腔
ア
レ
ル
ギ
ー
症
候
群

（O
ral Allergy Syndrom

e

：
Ｏ
Ａ

Ｓ
）は
原
因
食
物
が
口
腔
粘
膜
に
接
触
す
る

こ
と
で
、
そ
の
周
辺
に
か
ゆ
み
や
浮
腫
な
ど

の
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
が
引
き
起
こ
さ
れ
る
も

の
で
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
特
殊
型
で
す
。

一
般
の
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
と
区
別
す
る
た
め

に
ク
ラ
ス
Ⅱ
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。

　

発
症
の
初
期
に
は
症
状
が
口
腔
内
に
限
局

し
て
い
て
も
繰
り
返
し
摂
取
す
る
う
ち
に
全

身
の
蕁
麻
疹
症
状
や
喘
息
、
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ

シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
を
引
き
起
こ
す
こ
と
も
あ

り
、
注
意
が
必
要
で
す
。

　

成
人
で
は
花
粉
症
に
合
併
し
、
花
粉
症
患

者
の
増
加
に
伴
い
、
Ｏ
Ａ
Ｓ
患
者
は
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
花
粉
症
に
合
併
し
や
す
い

の
は
、
花
粉
と
果
実
、
野
菜
、
ナ
ッ
ツ
類
の

中
に
共
通
抗
原
が
含
ま
れ
て
い
て
ア
レ
ル
ゲ

ン
と
し
て
働
い
て
い
る
た
め
で
す
。

　

ハ
ン
ノ
キ
、
シ
ラ
カ
ン
バ
花
粉
症
で
の
罹

患
率
が
最
も
高
く
40
〜
50
％
、
ス
ギ
花
粉
症

で
も
10
％
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
カ
モ
ガ

ヤ
、
ブ
タ
ク
サ
、
ヨ
モ
ギ
花
粉
症
や
ラ
テ
ッ

ク
ス
ア
レ
ル
ギ
ー
と
の
共
通
抗
原
で
感
作
さ

れ
た
Ｏ
Ａ
Ｓ
も
あ
り
ま
す
。

　

成
人
で
は
メ
ロ
ン
、
モ
モ
、
キ
ウ
イ
、
リ

ン
ゴ
な
ど
が
多
く
、
小
児
で
は
キ
ウ
イ
、
ト

マ
ト
、
オ
レ
ン
ジ
、
メ
ロ
ン
が
多
く
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

ア
レ
ル
ギ
ー
検
査
で
は
問
診
に
よ
り
原
因

食
物
の
特
異
Ig
Ｅ
を
測
定
し
ま
す
が
、
Ｏ
Ａ

Ｓ
患
者
の
場
合
、
食
物
の
特
異
Ig
Ｅ
の
陽

性
率
は
一
般
に
低
く
、
偽
陰
性
と
な
る
こ
と

が
あ
る
の
で
注
意
し
ま
す
。
一
方
、
共
通
抗

原
性
を
持
つ
花
粉
・
ラ
テ
ッ
ク
ス
の
特
異
Ig

Ｅ
は
抗
体
価
が
高
い
ほ
ど
、
Ｏ
Ａ
Ｓ
発
症
率

が
高
い
こ
と
か
ら
、
Ｏ
Ａ
Ｓ
の
診
断
時
に
は

食
物
と
花
粉
・
ラ
テ
ッ
ク
ス
の
両
方
を
検
査

し
ま
す
。

A Q
口
腔
ア
レ
ル
ギ
ー
症
候
群（
Ｏ
Ａ
Ｓ
）の
検
査

は
何
を
し
ま
す
か
？

リンゴ、モモ、イチゴ、ナシ、ビワ、
サクランボ、スモモ、アンズ

クルミ、ヘーゼルナッツ、
アーモンド、ココナッツ、ピーナッツ

メロン、スイカ、キュウリ
ニンジン、セロリ、パセリ
ジャガイモ、トマト
オレンジ
バナナ
キウイ

アボカド
クリ

ハンノキ

イネ科、ブタクサ
ハンノキ、ヨモギ
ハンノキ、イネ科、スギ
イネ科
ブタクサ、ラテックス

ラテックス
ラテックス

ハンノキ

ハンノキ

※ハンノキ：ハンノキの他にもシラカンバ、ブナ、コナラなどカバノキ科に多い

食　物 花粉・ラテックス
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知
っ
て
安
心　

保
険

知
っ
て
安
心　

保
険

　
白
内
障
の
手
術
は
一
般
的
に
日
帰
り
手
術
が
多
く
、
保
険
が
適
用
さ
れ
る
た
め
、
片
目
の
手
術

費
用
は
５
万
円
前
後
と
比
較
的
治
療
が
受
け
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
近
年
で
は
先
進
医
療
で
あ
る
「
多
焦
点
眼
内
レ
ン
ズ
を
用
い
た
水
晶
体
再
建
術
」
を

受
け
る
人
が
徐
々
に
増
え
て
い
ま
す
の
で
、
先
進
医
療
を
用
い
た
白
内
障
の
治
療
に
つ
い
て
ご
紹

介
し
ま
す
。

白
内
障
と
先
進
医
療

白
内
障
と
は

　
白
内
障
は
カ
メ
ラ
の
レ
ン
ズ
に
あ

た
る
水
晶
体
が
、
加
齢
な
ど
に
よ
っ

て
濁
っ
て
し
ま
う
病
気
の
こ
と
で
す
。

　
水
晶
体
は
水
と
た
ん
ぱ
く
質
で
構

成
さ
れ
て
お
り
、無
色
透
明
で
光
を
よ

く
通
し
ま
す
。
し
か
し
、水
晶
体
が
加

齢
や
紫
外
線
な
ど
に
よ
っ
て
主
な
成

分
で
あ
る
た
ん
ぱ
く
質
が
変
性
し
て

白
く
濁
る
と
、目
に
入
っ
て
き
た
光
は

水
晶
体
を
う
ま
く
通
過
で
き
ず
に
、網

膜
に
鮮
明
な
像
を
映
せ
な
く
な
り
ま

す
。
そ
の
結
果
、物
が
か
す
ん
で
霧
が

か
か
っ
た
よ
う
に
見
え
た
り
視
力
が

低
下
し
た
り
し
ま
す
。
ま
た
、ま
ぶ
し

さ
な
ど
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
白
内
障
は
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
で
起

こ
り
ま
す
が
、白
内
障
の
約
90
％
は
加

齢
に
よ
る
も
の
で
す
。
し
か
し
、最
近

で
は
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
や
糖
尿
病

な
ど
の
合
併
症
と
し
て
、若
い
人
の
発

症
も
増
え
て
い
ま
す
。

　
日
常
生
活
に
支
障
が
な
い
程
度
で

あ
れ
ば
、定
期
検
診
な
ど
で
経
過
観
察

を
し
ま
す
が
、
も
し
、
日
常
生
活
に
不

自
由
を
感
じ
る
よ
う
な
場
合
に
は
、手

術
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

先
進
医
療
の
多
焦
点
眼
内
レ
ン
ズ
移
植

　
白
内
障
の
手
術
は
眼
内
レ
ン
ズ（
人

工
の
レ
ン
ズ
）を
移
植
し
ま
す
。
眼
内

レ
ン
ズ
に
は
、単
焦
点
眼
内
レ
ン
ズ
と

単
焦
点
眼
内
レ
ン
ズ
を
改
良
し
た
多

焦
点
眼
内
レ
ン
ズ
が
あ
り
ま
す
。

　
現
在
普
及
し
て
い
る
単
焦
点
眼
内

レ
ン
ズ
は
、
遠
方
と
近
方
の
ど
ち
ら

か
一
方
が
見
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
焦
点
が
合
わ
な
い
距
離

に
つ
い
て
は
、
眼
鏡
を
か
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
一
方
、
多
焦
点
眼
内
レ
ン
ズ
は
、

遠
方
と
近
方
の
両
方
に
焦
点
を
合
わ

せ
る
こ
と
が
可
能
な
た
め
、
老
眼
の

人
は
白
内
障
治
療
を
受
け
る
こ
と
で
、

結
果
的
に
老
眼
も
治
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

ど
ち
ら
を
選
ぶ
か
？

　
仕
事
や
趣
味
、
ス
ポ
ー
ツ
で
眼
鏡

を
か
け
た
く
な
い
人
、
眼
鏡
を
か
け

る
と
疲
れ
て
し
ま
う
人
、
若
い
世
代

で
白
内
障
に
な
っ
て
し
ま
い
視
力
に

よ
っ
て
仕
事
に
支
障
を
き
た
す
人
な

ど
は
個
人
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
が
、

多
焦
点
眼
内
レ
ン
ズ
を
用
い
た
水
晶

体
再
建
術
の
先
進
医
療
を
検
討
す
る

こ
と
も
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
多
焦
点
眼
内
レ
ン
ズ
を
用
い
た
水

晶
体
再
建
術
は
、
現
在
、
厚
生
労
働

省
が
定
め
る
先
進
医
療
の
一
つ
で
、

高
額
医
療
費
（
手
術
費
用
：
片
目
約

30
〜
40
万
円
前
後
）
が
か
か
り
ま
す
。

先
進
医
療
で
病
気
を
治
療
で
き
た
と

し
て
も
、
高
額
医
療
費
を
負
担
す
る

の
は
大
変
な
こ
と
で
す
。
こ
ん
な
時

（
厚
生
労
働
省
が
指
定
し
て
い
る
医
療

施
設
で
先
進
医
療
を
受
け
た
場
合
）

に
お
役
に
立
つ
保
険
が
「
先
進
医
療

特
約
」
で
す
。
保
険
商
品
に
よ
っ
て

は
、既
存
の
契
約
に
「
先
進
医
療
特
約
」

を
手
軽
な
保
険
料
で
中
途
付
加
で
き

る
場
合
も
あ
る
の
で
、
現
在
ご
加
入

の
保
険
内
容
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

医療保険紹介

◆（株）損害保険ジャパン代理店　◆三井住友海上火災保険（株）代理店
◆アメリカンファミリー生命保険会社代理店

（株）シー・アール・シー・サービス

①点眼薬により麻酔をした状態で、角膜を３㎜ほど切開する。
②水晶体の核と皮質を超音波で砕き、吸引する。
③残した後嚢の中に、たたんだ状態の眼内レンズを水晶体のあった位置
に入れ、広げて固定する。眼内レンズの寿命は約５０年と言われており、
ほとんどの人の場合は入れ替える必要はない。

白内障の手術

皮質 核 後嚢

角膜

眼内レンズ
Lady's EVER

・生きるためのがん保険 
Days

・ちゃんと応える医療保険
アフラック

EVER
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頭
痛
緩
和
体
操

TEL 092-623-5131
【製造・販売元】　株式会社ゼックフィールド

ウイルス不活化効果

雑菌・ストレス・害虫・カビ対策にも

実証実験で、ウイルスに対し、短時間で作用し感
染・増殖力を失わせた。即ち、ウイルスの不活化
が認められる。

（九州大学大学院農学研究院）

シベリアの天然１００％のモミ精油です。

〒813-0062 福岡市東区松島 3丁目29-16
http://www.crc-group.co.jp/crcservice/

開始時 1時間後 24 時間後

＜　イメージ図　＞

インフルエンザA(H1N1)pdm
国立感染症研究所　資料

お問い合わせ先

シベリアの天然１００％の

特許取得
第4974015号
特許取得
第4974015号

（容量10mL）

一
、反
動
を
つ
け
て
行
わ
な
い
こ
と
。

一
、回
数
を
多
く
す
る
こ
と
よ
り
も
正
し
い
動

作
で
行
う
こ
と
。

首
筋
ほ
ぐ
し
体
操
１

首
筋
ほ
ぐ
し
体
操
２

①
足
は
肩
幅
に
開
き
立
つ
。

②
正
面
を
向
き
、
頭
は
動
か
さ
な
い
よ
う

に
し
て
両
肩
を
大
き
く
左
右
に
10
回
ま

わ
す
。

①
足
は
肩
幅
に
開
き
立
つ
。

②
両
肘
を
軽
く
曲
げ
た
状
態
か
ら
肩
を
中
心

に
肘
を
前
へ
大
き
く
10
回
ま
わ
す
。

③
う
し
ろ
に
も
同
じ
よ
う
に
10
回
ま
わ
す
。

首
筋
ほ
ぐ
し
体
操
３

首
筋
ほ
ぐ
し
体
操
４

①
仰
向
け
に
寝
て
、
両
手
を

頭
の
下
で
組
む
。

②
肩
に
力
を
入
れ
て
背
中
を

持
ち
上
げ
る
よ
う
に
首
を

起
こ
す
。

③
持
ち
上
げ
た
ら
力
を
抜

き
、
背
中
が
丸
く
な
る
よ

う
に
す
る
。
こ
の
と
き
、

肘
を
前
に
突
き
出
す
よ
う

に
両
肘
を
頭
の
脇
ま
で

持
っ
て
く
る
。

①
膝
の
上
で
両
手
を
組
み
、
そ
の
手
を
頭
の

上
に
上
げ
る
。

②
肩
を
う
し
ろ
に
引
い
て
背
筋
を
伸
ば
す
。

・
片
頭
痛
の
発
作
が
起
き
て
い
る
と
き

・
体
操
を
行
っ
て
い
る
最
中
に
痛
み
が
激
し
く
な
っ
た
と
き

・
激
し
い
頭
痛
、
発
熱
を
伴
う
頭
痛
が
あ
る
と
き

次
の
よ
う
な
と
き
は
、
体
操
は
や
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

注意！

（
緊
張
型
頭
痛
の
場
合
）
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国民の健康の積極的増進と疾病の予防に寄与します。 国民の健康の積極的増進と疾病の予防に寄与します。 
■全国健康保険協会生活習慣病健診指定機関
■労災二次検査実施機関
■労働衛生サービス機能評価機構認定機関
■中央労働災害防止協会　名簿登載機関

■社団法人全国労働衛生団体連合会総合精度管理事業参加機関
■産業医学振興財団指定健診機関
■特定健診・特定保健指導実施登録機関  

福岡支部 〒813-0062 福岡市東区松島３丁目29-18 TEL：092-623-1740
山口支部 〒745-0851 周南市大字徳山字東卯の手7510-37 TEL：0834-32-3694
長崎支部 〒859-0405 諫早市多良見町中里129-9 TEL：0957-43-6103
佐賀事務所 〒840-0027 佐賀市本庄町本庄507-8 TEL：0952-27-7331http://www.fukuoka-kenkou.jp/

　

に
ら
の
独
特
の
に
お
い
は
、
硫
化
ア

リ
ル
と
い
う
成
分
で
、
消
化
酵
素
の
分

泌
を
促
し
て
食
欲
増
進
に
効
果
を
発
揮

し
、
ビ
タ
ミ
ン
B1
の
吸
収
を
高
め
る
と

い
う
重
要
な
働
き
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ビ
タ
ミ
ン
類
を
多
く
含
ん
で

お
り
、
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
は
１
０
０
ｇ
で
成

人
男
性
が
１
日
に
必
要
と
し
て
い
る
量

の
約
９
割
を
ま
か
な
え
ま
す
。
ビ
タ
ミ

ン
Ａ
は
髪
の
健
康
維
持
や
視
力
維
持
、

粘
膜
や
皮
膚
の
健
康
維
持
な
ど
に
も
役

立
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
長
時
間
の

加
熱
調
理
で
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
は
失
わ
れ
ま

す
の
で
、
加
熱
は
手
早
く
す
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

　

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
も
豊
富
で
、
β
カ
ロ
テ

ン
と
と
も
に
活
性
酸
素
を
減
ら
し
、
老

化
の
防
止
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

そ
の
他
に
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
に
は
強
い
抗

酸
化
作
用
が
あ
り
、
活
性
酸
素
を
抑
え

体
内
の
不
飽
和
脂
肪
酸
の
酸
化
を
防
ぐ

働
き
が
あ
る
の
で
、
動
脈
硬
化
や
心
筋

梗
塞
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
予
防
に
も

役
立
ち
ま
す
。
さ
ら
に
、
骨
や
歯
を
丈

夫
に
し
骨
粗
し
ょ
う
症
を
防
ぐ
効
果
が

あ
る
カ
ル
シ
ウ
ム
量
も
、
ほ
う
れ
ん
草

に
ひ
け
を
と
り
ま
せ
ん
。

　

春
先
は
柔
ら
か
く
て
上
質
の
も
の
が

多
く
出
回
っ
て
い
ま
す
。
買
う
と
き
の

ポ
イ
ン
ト
は
、
葉
先
が
ま
っ
す
ぐ
伸
び

て
い
て
勢
い
の
い
い
も
の
、
葉
の
肉
が

厚
く
、
み
ず
み
ず
し
い
感
じ
の
も
の
を

選
ぶ
と
良
い
で
し
ょ
う
。
保
存
は
濡
れ

た
新
聞
紙
な
ど
に
く
る
ん
で
冷
蔵
庫
に

入
れ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

にら
Allium tuberosum

季節の健康食 ・10

にらが日本に入ってきたのは古く、『古事記』にも記載されています。
江戸時代には薬草として栽培されるようになりました。
現在のように、野菜として広く食べられるようにな ったのは戦後
になってからです。

簡単！にらのチヂミ

1.ボウルに薄力粉60g、片栗粉30g、塩昆布
15ｇを入れ、卵1個と水100ccを混ぜ合わ
せ粉っぽさがなくなるまでよく混ぜる。

2.１ににら1/2束を3～ 4cm長さのザク切りに
したものを入れて、軽く混ぜ合わせる。

3.フライパンにごま油を熱し、２の生地を平らに
流し入れ、中火で3分程焼く。（両面焼く）

4.お好みにより、豚肉やとろけるチーズなどを入
れてもおいしい。
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私
た
ち
が
地
球
上
で
生
き
て
い
く

上
で
欠
か
せ
な
い
も
の
の
一
つ
に
大

気
が
あ
り
ま
す
。
大
気
は
主
に
窒
素

や
酸
素
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
ま
す
が
、

物
の
燃
焼
に
よ
っ
て
生
じ
た
煤す
す

や
黄

砂
の
よ
う
な
土
の
粒
子
な
ど
も
微
粒

子
と
し
て
大
気
中
に
存
在
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
微
粒
子
を
粒
子
状

物
質
と
呼
び
、
そ
の
中
で
も
粒
子
の

大
き
さ
が
概
ね
２
・
５
マ
イ
ク
ロ
メ
ー

ト
ル
以
下
の
非
常
に
小
さ
な
粒
子
を

Ｐ
Ｍ
２
・
５
（
微
小
粒
子
状
物
質
）
と

呼
び
ま
す
。

　
微
粒
子
状
物
質
は
、
呼
吸
に
よ
っ

て
体
内
に
取
り
込
ま
れ
呼
吸
器
系
に

沈
着
す
る
こ
と
で
、
人
の
健
康
に
影

響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
そ
の
中
で
も
Ｐ

Ｍ
２
・
５
は
非
常
に
小
さ
な
粒
子
で
あ

り
、
肺
の
奥
に
侵
入
し
や
す
い
た
め
、

呼
吸
系
だ
け
で
な
く
循
環
器
系
へ
の

影
響
も
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
微
粒
子
状
物
質
は
、
さ
ま
ざ
ま
こ

と
か
ら
発
生
し
ま
す
。
人
の
活
動
が

原
因
と
な
る
も
の
で
は
、
工
場
な
ど

に
設
置
さ
れ
て
い
る
ボ
イ
ラ
ー
や
焼

却
炉
か
ら
発
生
す
る
ば
い
煙
、
自
動

車
や
船
舶
な
ど
の
排
出
ガ
ス
、
ま
た

そ
れ
ら
が
大
気
中
で
化
学
反
応
を
起

こ
す
こ
と
で
生
じ
る
粒
子
も
、
そ
の

原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
他
に
も
乾

燥
地
域
で
の
砂
の
巻
上
げ
や
火
山
活

動
に
よ
っ
て
生
じ
た
灰
の
よ
う
に
、

自
然
を
起
源
と
し
た
も
の
も
存
在
し

ま
す
。

　
日
本
で
は
１
９
７
３
年
に
浮
遊
粒

子
状
物
質
（
Ｓ
Ｐ
Ｍ
）
に
対
す
る
環

境
基
準
が
制
定
さ
れ
、
２
０
０
９
年

に
は
Ｐ
Ｍ
２
・
５
に
関
す
る
環
境
基
準

が
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
で
は

地
方
自
治
体
に
よ
っ
て
全
国
７
０
０

カ
所
以
上
で
常
時
観
測
さ
れ
て
お
り
、

環
境
基
準
を
上
回
る
状
態
が
継
続
す

る
と
予
想
さ
れ
る
場
合
は
、
大
気
汚

染
注
意
報
が
発
表
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
発
生
源
へ
の
対
策
と
し
て

は
、
大
気
汚
染
防
止
法
に
お
い
て
焼

却
炉
等
の
固
定
発
生
源
や
自
動
車
排

ガ
ス
な
ど
に
つ
い
て
規
制
を
設
け
て

お
り
、
地
域
に
よ
っ
て
は
基
準
を
満

た
さ
な
い
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
に
対
す
る

走
行
規
制
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
の
成
果
も
あ
り
、

Ｓ
Ｐ
Ｍ
及
び
Ｐ
Ｍ
２
・
５
の
年
間
の
平

均
的
な
濃
度
は
減
少
傾
向
を
見
せ
て

い
ま
す
。

　
し
か
し
近
年
、
大
陸
な
ど
か
ら
の

越
境
汚
染
に
よ
る
と
見
ら
れ
る
高
い

値
の
Ｐ
Ｍ
２
・
５
が
測
定
さ
れ
て
お

り
、
と
く
に
西
日
本
や
九
州
北
部
の

一
部
地
域
に
お
い
て
は
環
境
基
準
を

超
え
る
値
が
観
測
さ
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
越
境
汚
染
に
つ
い
て
は

　

弊
社
で
は
、
大
気
汚
染
防
止
法

に
基
づ
き
ボ
イ
ラ
ー
や
焼
却
炉
な

ど
の
ば
い
煙
発
生
施
設
に
関
す
る

ば
い
煙
測
定
を
受
託
し
て
い
ま

す
。

　

主
に
硫
黄
酸
化
物
（SO

x

）、

窒
素
酸
化
物
（N

O
x

）、
ば
い
塵

の
３
項
目
の
検
査
を
実
施
し
て
お

り
、
施
設
の
種
類
に
よ
り
、
そ
の

他
の
有
害
物
質
に
関
し
て
も
検
査

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

検
査
は
、
施
設
の
煙
道
に
備
え

付
け
て
あ
る
採
取
口
に
採
取
管
を

挿
入
し
、
ポ
ン
プ
で
煙
道
中
の
排

ガ
ス
を
吸
引
し
て
サ
ン
プ
リ
ン
グ

を
行
い
、
機
器
分
析
に
よ
る
測
定

を
行
い
ま
す
。

　

検
査
結
果
は
試
料
採
取
後
、
約

２
週
間
で
の
報
告
と
な
り
ま
す
。

　

施
設
の
種
類
や
規
模
な
ど
に
よ

っ
て
検
査
内
容
が
変
更
し
ま
す
の

で
、
ま
ず
は
左
記
ま
で
お
気
軽
に

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

シ
ー
・
ア
ー
ル
・
シ
ー

　
　
　
　
　
　

食
品
環
境
検
査
研
究
所

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
０
９
２
）６
２
３
ー
２
２
１
１

ちょっと気になる水と食と大気のはなし
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不要不急の外出や屋外での長時間の激しい運動を
できるだけ減らす。高感受性者は体調に応じてそ
れ以外の人より慎重に行動することが望まれる。

特に行動を制約する必要はないが、交感受性者
（呼吸器疾患や循環器疾患を持つ人、小児、高齢
者）などは健康への影響が見られる可能性がある
ため、体調の変化に注意する。

行動の目安暫定的な指針となる値
日平均値（μg/m3）

70超

70以下

35以下

レベル

Ⅱ

Ⅰ
（環境基準）

※ 環境基準は環境基本法第16条第1項に基づく人の健康を保護する上で維持されることが望ましい基準

髪の毛の太さ
70マイクロメートル

花粉

PM2.5

あ
ま
り
対
策
が
進
ん
で
お
ら
ず
、
日

本
国
内
で
の
対
策
で
は
効
果
が
期
待

で
き
な
い
た
め
、
個
人
に
よ
る
対
策

が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　
Ｐ
Ｍ
２
・
５
に
限
ら
ず
大
気
汚
染
物

質
へ
の
対
策
と
し
て
は
、
汚
染
に
対

す
る
曝
露
量
を
減
ら
す
こ
と
が
基
本

と
な
り
ま
す
の
で
、

①
手
洗
い
・
う
が
い
を
し
っ
か
り
行

う
。

②
窓
は
し
っ
か
り
閉
め
て
外
気
が
入

ら
な
い
よ
う
に
す
る
。

③
外
出
時
は
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
。

④
室
内
で
は
空
気
清
浄
機
を
用
い
る
。

と
い
っ
た
対
策
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

マ
ス
ク
や
空
気
清
浄
機
の
フ
ィ
ル

タ
ー
に
関
し
て
は
、
Ｐ
Ｍ
２
・
５
に
対

応
し
て
い
る
も
の
と
そ
う
で
な
い
も

の
が
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
対
応
し
て
い
る
も
の
で
も
正

し
く
装
着
し
な
け
れ
ば
十
分
に
効
果

を
発
揮
し
な
い
の
で
、
気
を
つ
け
ま

〒813-0062 福岡市東区松島３丁目29-18　TEL092-623-2211 FAX092-623-2212 CRC食品 検索

●佐賀営業所 〒840-0027 佐賀市本庄町本庄507-8 TEL 0952-27-0831
●諫早営業所 〒859-0405 諫早市多良見町中里129-9 TEL 0957-28-5031
●鹿児島営業所 〒890-0034 鹿児島市田上8-12-23 TEL 099-282-1765

業務のご案内　〈分析・検査に関するご相談やご不明な点等がございましたら、お気軽にお問い合わせください。〉

し
ょ
う
。

　
大
気
汚
染
の
状
況
は
、
自
治
体
な

ど
で
も
デ
ー
タ
を
公
表
し
て
い
ま
す

（
左
記
参
照
）。
ま
た
、
テ
レ
ビ
や
ラ

ジ
オ
の
天
気
予
報
で
も
情
報
を
配
信

し
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
高
濃

度
の
汚
染
が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
外

出
そ
の
も
の
を
控
え
る
こ
と
も
重
要

で
す
。

　
濃
度
の
高
い
日
は
、
し
っ
か
り
と

し
た
対
策
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

Ｐ
Ｍ
２
・
５
情
報
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

●
Ｐ
Ｍ
２
・
５
ま
と
め

　

http://pm
25.jp

●
福
岡
県
の
大
気
環
境
情
報

　

http://w
w
w
.fihes.pref.fukuoka.jp

検
査
お
問
い
合
わ
せ
先

  

シ
ー
・
ア
ー
ル
・
シ
ー
食
品
環
境
衛
生
研
究
所
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働
く
た
め
の
元
気
づ
く
り

穴井 元昭
あない・もとあき
1961年 九州大学医学部医学科卒業
1967年 医学博士
1975年 九州大学医療技術短期大学部教授
1995年 同名誉教授
1995年 シー・アール・シー中央研究所 所長
2013年 中央研究所名誉所長
産医大講座修了認定産業医

（株）シー・アール・シー　中央研究所 名誉所長

慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
）

①
タ
バ
コ
は
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
発
症
の
最

も
重
要
な
危
険
因
子

　
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
は
、
タ
バ
コ
の
煙

な
ど
の
有
害
物
質
を
長
期
に

亘
っ
て
吸
入
す
る
こ
と
で
起
き

る
肺
の
炎
症
性
の
病
気
で
す
。

呼
吸
機
能
検
査
を
す
る
と
、
正

常
に
戻
る
こ
と
が
で
き
な
い
気

流
の
閉
塞
を
示
し
ま
す
。
気
流

の
閉
塞
は
末
梢
気
管
病
変
と
気

腫
性
病
変
（
肺
組
織
の
破
壊
）

が
、
さ
ま
ざ
ま
な
割
合
で
複
合

的
に
作
用
す
る
こ
と
で
起
こ
り
、

進
行
性
で
す
。
症
状
は
体
を
動

か
す
時
の
呼
吸
困
難
が
徐
々
に

進
ん
で
く
る
こ
と
や
慢
性
の
咳

や
痰
を
特
徴
と
し
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
タ
バ
コ
は
Ｃ

Ｏ
Ｐ
Ｄ
の
最
も
重
要
な
危
険
因

子
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
喫
煙
者
は
非
喫
煙
者
に
比
較

し
て
肺
の
機
能
低
下
が
大
き
く
、

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
に
よ
る
死
亡
率
も
高

い
こ
と
が
知
ら
れ
て
り
、
こ
の

病
気
の
発
病
の
危
険
性
は
、
喫

煙
の
開
始
年
齢
、
年
間
喫
煙
量
、

喫
煙
年
数
、
現
在
の
喫
煙
状
況

な
ど
に
関
係
し
ま
す
。
喫
煙
者

全
員
が
発
病
す
る
と
は
限
ら
な

い
の
で
、
遺
伝
素
因
も
関
係
す

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
の
患
者
か
ら
見
る
と
、

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
の
90
％
以
上
が
喫
煙

が
原
因
で
す
。
ま
た
、
タ
バ
コ

の
煙
に
よ
る
受
動
喫
煙
で
も
Ｃ

Ｏ
Ｐ
Ｄ
に
罹
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
喫
煙
は

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
の
主
な
原
因
で
あ
る

こ
と
は
確
実
で
す
。

②
タ
バ
コ
は
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
の
進
行

を
早
め
る

　
タ
バ
コ
は
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
の
発
症

の
原
因
と
な
る
だ
け
で
な
く
、

そ
の
後
の
進
行
に
も
大
き
な
影

響
が
あ
り
ま
す
。
禁
煙
を
す
れ

ば
呼
吸
機
能
の
低
下
速
度
は
喫

煙
を
続
け
て
い
る
人
よ
り
も
遅

く
な
る
こ
と
、
禁
煙
は
早
い
ほ

ど
呼
吸
機
能
の
改
善
が
よ
い
こ

と
、
喫
煙
を
再
開
す
る
と
ま
た

元
に
戻
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
禁
煙
者
と
持
続
喫
煙
者
の
生

存
率
を
比
較
す
る
と
、
重
症
Ｃ

Ｏ
Ｐ
Ｄ
患
者
で
も
、
禁
煙
す
る

と
明
ら
か
に
生
存
率
が
良
く
な

る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
禁
煙
は
早
け
れ
ば
早

い
ほ
ど
い
い
が
、
遅
く
な
っ
て

も
禁
煙
し
た
方
が
い
い
こ
と
が

分
か
っ
て
い
ま
す
。

　
世
界
保
健
機
関
の
試
算
に
よ

る
と
、
２
０
０
５
年
に
世
界
中

で
年
間
３
０
０
万
人
が
こ
の

病
気
で
死
亡
し
、
死
亡
原
因

の
４
番
目
で
あ
り
、
今
後
10

年
間
で
さ
ら
に
30
％
増
加
し
、

２
０
２
０
年
に
は
死
亡
原
因
の

３
位
に
な
る
と
推
測
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
は
肺

が
ん
よ
り
も
苦
し
む
期
間
が
長

い
の
で
、「
死
よ
り
恐
ろ
し
い
病

気
」
と
さ
え
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

気
管
支
喘
息

①
気
管
支
喘
息
の
発
症

　
タ
バ
コ
は
気
管
支
喘
息
の
発

症
の
原
因
に
な
る
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
両
親

が
喫
煙
す
る
場
合
に
は
子
供
の

喘
息
発
病
の
危
険
性
が
増
し
、

と
く
に
母
親
が
喫
煙
す
る
場
合

喫
煙
と
疾
患
② 

慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
・
気
管
支
喘
息
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あなたのビジネスマナーは大丈夫 ? 

マナークイズ
LESSON

38

①　最初に自分の氏名を書き、その左横に
　　上司の氏名を書いて「代」と入れる

②　芳名帳には会社名だけを記帳する

③　上司の氏名を書き、その左横下に「代」と書く

つい自分の名前を書きたくなりますが、上司の代理で行く場合は、本来参
列するはずだった上司の名前を書くのが正解。ただし、上司の名前だけ
を記入したのでは上司が参列したことになってしまうので、左横下に「代」
と記入することを忘れずに。　　　　　　　　  こたえは③

取引先の急な弔事で、上司の代理としてお通夜に
行くことになりました。受付で記帳を求められた
時に、どのように書けば良いでしょうか？

①無謀 ②犯人逮捕 ③硬度

④肝臓 ⑤口癖 ⑥叫→狂

⑦斜→遮 ⑧積→績 ⑨良→了

⑩粉→紛 ⑯

⑪しんかん

⑫とうかつ

⑬そうすい

⑭ゆえつ

⑮かこん

あなたのキャリア・スキルにあった仕事
を紹介します。登録はカンタン！まずは、
お気軽にお電話ください。あなたにピッ
タリな仕事探しをお手伝いします。

TEL092-623-2187
人材サポート本部

４月～６月の健康運
マケーンシュムシュケル・達也 

牡羊座 3/21 - 4/19

牡牛座 4/20 - 5/20

双子座 5/21 - 6/21

蟹　座 6/22 - 7/22

獅子座 7/23 - 8/21

乙女座 8/22 - 9/22

天秤座 9/23 - 10/23

蠍　座 10/24 - 11/22

射手座 11/23 - 12/21

山羊座 12/22 - 1/20

水瓶座 1/21 -2/18

魚　座 2/19 - 3/20

食生活が乱れ消化器系に悩まされ
そう。バランスのよい食生活を目
指し、オーバーしたカロリーは適
度な運動で消費しましょう。

腰痛、肩こりに悩まされそう。あま
り辛い場合は、何が別の病気が隠
れているかもしれません。早めの受
診がおすすめ。

健康運は上昇の時期。ただし、油
断は禁物。病気の早期発見に有効
な定期検診は欠かさず受けるよう
にしましょう。

何でも一人で背負い込んでしまい、
オーバーワークになりがち。バラ
ンスのよい食事と睡眠を心がけ体
力温存に努めましょう。

ダイエットするにはいい時期。ただ
し、無理な運動はかえって体調を崩
しがちです。筋トレを中心に自分が
できる範囲で行いましょう。

ストレスを抱え込みやすい時。一人
で悩まず、まずは友達に相談して
みて。また、自分にあったリラック
ス法を見つけることも効果的。

忙しくて生活が不規則になりそう。
そんな時は、時間を見つけて日帰り
温泉などで心も体もリフレッシュす
ることがおすすめです。

お口のトラブルに要注意。虫歯によ
る急な痛みになやまされないため
に、歯科による定期的な健診をす
るようにしましょう。

注意力散漫になりがち。ちょっと
した段差による転倒などに要注
意。いつも以上に気を引き締めて
生活するようにしてください。

運動を始めるにはいい時期。健康
維持のため、毎日できる運動を続
けるようにしましょう。きっと近い
うちに効果がでるはずです。

適度な運動が健康維持のコツで
す。またバランスのとれた食事や
規則正しい生活も重要。健康運も
よりアップします。

睡眠中のひどいいびきは、裏に何
か病気が隠れていることも。目覚
めが悪く日中眠い場合は、早目の
受診をおすすめします。

HOROSCOPE
は
子
供
の
気
管
支
喘
息
の
発
病

の
危
険
性
が
増
し
ま
す
。
ま
た

妊
婦
の
喫
煙
は
胎
児
に
影
響
し
、

気
道
の
過
敏
性
に
悪
影
響
を
与

え
、
生
ま
れ
た
後
の
乳
児
の
呼

吸
機
能
を
低
下
さ
せ
ま
す
。
一

方
、
喫
煙
者
は
喘
息
発
症
を
起

こ
し
や
す
い
こ
と
が
分
か
っ
て

い
ま
す
。

②
気
管
支
喘
息
発
作
の
誘
発

　
タ
バ
コ
が
喘
息
を
悪
化
さ
せ

る
こ
と
は
は
っ
き
り
し
て
い
ま

す
。
タ
バ
コ
は
非
特
異
的
な
刺

激
と
し
て
気
道
に
作
用
す
る
の

で
、
喘
息
患
者
は
タ
バ
コ
の
煙

に
よ
っ
て
気
道
収
縮
や
症
状
を

悪
化
さ
せ
ま
す
。
ま
た
、
吸
入

ス
テ
ロ
イ
ド
薬
の
効
果
を
弱
め
、

喘
息
治
療
の
効
果
を
弱
め
ま
す
。

そ
の
結
果
、
喫
煙
し
て
い
る
喘

息
患
者
は
、
呼
吸
器
症
状
の
悪

化
、
生
活
の
質
の
低
下
、
救
急

施
設
受
診
や
入
院
の
増
加
が
見

ら
れ
ま
す
。
両
親
が
喫
煙
者
で

あ
る
喘
息
児
の
ほ
う
が
投
薬
の

必
要
性
が
高
く
、
喘
息
治
療
の

頻
度
も
高
い
こ
と
が
知
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、タ
バ
コ
は
吸
っ

て
い
る
人
に
も
周
り
の
人
に
も

悪
影
響
を
及
ぼ
し
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ

や
気
管
支
喘
息
の
原
因
に
な
る

の
で
、
な
る
べ
く
早
く
禁
煙
す

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

6
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①(

　
　
　
　
　
　
　
　
　）と
も
言
え
る
振
る
舞
い
。

②(

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　）に
協
力
す
る
。

③
世
界
の
水
の(

　
　
　
　
　
　
　
　
　）を
調
べ
る
。

④
彼
は(

　
　
　
　
　
　
　
　
　）を
患
っ
て
入
院
し
た
。

⑤
母
の(

　
　
　
　
　
　
　
　
　）を
真
似
る
。

6

2

1
9
3
4

5
7
8

9

6

2

5

1

9
8
7
3

1
3
8

2
4
5

9

7

8

4
2

7
9
4
5

3
6

8

1

6
2
3

6

7

4
5
1

?

?

? ⑪
深
閑
と
し
た
森
の
中
に
た
た
ず
む
。

⑫
全
て
の
部
署
を
統
轄
す
る
の
は
難
し
い
。

⑬
祖
父
は
か
つ
て
財
閥
の
総
帥
だ
っ
た
。

⑭
勝
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